
作品番号：02600067

作品タイトル：桐蒔絵笏箱　（阿須賀神社伝来古神宝類のうち）

作家：

キャプション：木製、塗漆、金粉、白鑞（縁）,1合,   　江戸時代末期以前の神宝目録には笏の付属として銀蒔絵の箱が記載されているが、金蒔絵のこの箱はそれには相当しない。一連の古神宝には別形式の笏箱があるので、本笏箱はもと玉佩（ぎょくはい：腰にさげる玉の装束）箱とする説がある。両端を花先形とした細長い箱で、蓋の甲は側板のやや内側から盛り上がり、身と蓋の合わせ目には白鑞（はくろう）製の縁を付ける。内部には錦を貼っている。黒漆地で、蓋表に金平蒔絵と絵梨地を併用して桐の折枝を描いている。

コレクション：京都国立博物館

ソース：

撮影地：

撮影年月日：

学術名：

クレジット表記：(c)@KYOTOMUSE / Artefactory

モデルリリース：なし

プロパティリリース：なし

ピクセル数：2813px × 4210px

印刷サイズ：20.4cm × 30.6cm

データサイズ：8.8MByte

ファイル形式：JPEG https://www.artefactoryimages.com/02600067/


